
　　　　　　　　　　　（扇風機・風速計により実験確認）

（注）
竹材寸法・組み合わせ構成は別紙による。

 150mmｹ-ﾞｼﾞ

　　蝋燭出し入れ口
     （※１　ｱﾝﾀﾞ-ｶｯﾄ方式）

　（注）上部から直入れ可）

　　蝋燭
　　〈装飾皿なし）

　　　蝋燭置き調整砂

 150mmｹﾞ-ｼﾞ 　蝋燭出し入れ口
　　（※１　ｱﾝﾀ-ﾞｶｯﾄ方式)

　　蝋燭
　　（装飾皿なし）

　　蝋燭置き調整砂

＜注＞
　　　１、節間寸法は適当
　　　２、蝋燭出し入れ口のアンダ－カットは次頁参照
　　　３、蝋燭置き調整砂を用いず、「節」に直接置きは避けるのが良い
　　　　　何となれば、節は凸曲・凹曲あり蝋燭置きが不安定
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　１、左略図に示すごとく、鋸入Ａ・
  鋸Ｂ 　　　鋸入Ｂ　をもって、傾斜カット

　　　します。

　２、俗に云うアンダ-カットとなり
　　　切り取られた部分（蓋）は
　　　前後・左右には、鍵機能が
　　　あり
　　　容易には脱落しません。

　　  鋸Ａ
　３、暴風調整の砂入れ高さとの
　　　位置関係があり、
　　　鋸入れの寸法位置は下図
　　　を参照下さい。

　センタ－を超えない

ゲ-ジを回転させ
アンダカットの 　(注）
位置を決める 　

　砂（蝋燭高さ調整）

　　正面 　　正面 　右側面
　　　ピンゲ-ジには上略図に示す赤マ-クを付けています。 　　　　　線を基準にピンゲ-ジを回転させ
     切り込み位置         を決めて下さい。　

　　　　　(注）１、鋸Ａ の切り込み高さは３０mm以内。(深く切ると砂がこぼれる）
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　　　　　　　　2、Ｘ点は竹径センタ-を越えない方が良い（切り線が正面から見える）
　　　　　　　　 ３、アンダ－カットの鋸の入れ方は、 Ａ・Ｂが平行であること。（最も重要）
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　１／３Ａ

　ピン孔

　  　ピン
Ｒジリ 　 （番線）

発布スチロ－ル
厚さ５０mm以上

1500ml丸型透明ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
蝋燭セット

防風固定ピン

発泡ｽﾁﾛ-ﾙ取付ベ－ス 厚さ５０mm以上
(竹カットギリギリ挿入　浸水防止）

　　図はテスト用(回転防止・浮力テスト）
　　　　　補助フロ－ト（大きさ要検討）

青竹　Φ１００mm以上（長さ要検討）

　　(前提）灯篭数は複数　浮力との関係
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　　　＜参考＞
　　　　　　イカダ方式は別紙提案を参照下さい。
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